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■は局謬ぢ九条の会は、戦争放棄の憲法9条を守り、永久に「戦争を
しない国。日本」であることを願い、「鈴木安蔵の出身地の九条の会」を誇

りに活動する自由な市民の会です。支持政党や宗教を問わず、何の拘束も

なく、匿名でも入会できる気軽な会です。■結成は2005年12月。今年で

17年目。隔月で会報を発行。■会員は南相馬市原町区を中心に366名。
ぐ本会のシール(デザイン：朝倉悠三さん） ■会費は年千円です。
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"'g集は霧力か夛鍛 け月29日『力条の会I学習会より|’

『日本は⑨条があったおかげで
戦後の了7年間 武力行使無しで済みました』

日本の平和は

安保条約のおかげなのか？
"ウクライナの事態を見れば、9条

が無力なことは明らかだ"という声が
あります｡ しかし、私たちは戦後7
7年の間、9条とそれをずろうとす
る運動によって、少なくとも直接侵
略をしたり、軍事衝突で戦争を招く
ことなく、歩んできました。これは
決して偶然ではありません。
自民党や改憲派の人たちは、″戦

後日本77年にわだる平和は、9
条のせいなどではなく、安保条約
によって米軍が日本に駐留してく
れ、まだ自衛隊が頑張っているお
かげだ"と言います。しかし、戦後
のアジアをとってみても、2国間軍
事同盟と武力を持っている国は日本
だけではありませんが、日本以外は
皆戦争に加担したり軍事紛争を起こ
しています。お隣の韓国は、朝鮮戦
争を経験した後、ベトナム戦争では
アメリカの要請に基づいてベトナム

に最大時5万の部隊を派兵し戦争に
加わっています。

日本は、9条に基づく制約で
集団的自衛権行使がて港なかった
ではどうして、日本は、戦争に加

担しない77年だったのか。それは
戦後の日本が戦争に巻き込まれる2
つの大きな出来事のいずれにも、9
条の制約で武力行使しなかった、で
きなかったからです。
一つは、領土紛争が軍事衝突から

戦争に至る危険です。多くの国々で
は領土紛争から軍事衝突・戦争へと

発展しています。戦後アジアでも、

中国と旧ソ連、中国とインドは領土

紛争から軍事衝突に至っていますし、

中国とベトナムも、領土紛争を契機

に戦争に突入していますし、フィリ

ピンと中国、ベトナムと中国、ベト

ナムと中国の南シナ海をめぐる軍事

衝突もあります。戦後日本も、北方

領土、尖閣、竹島と近隣諸国と黄土

紛争を抱えてきました。しかし、日

本が武力衝突に至ったことはありま

せん。9条のもとで、自衛隊は軍隊で

はないという制約のため、政府が軍
事力行使を常に規制せざるをなかっ

たからです。

また、戦争加担の最大の要因は集

団的自衛権行使です。先に言及した

韓国のベトナム派兵は集団的自衛権

行使でした。しかし、日本は、9条の

もとで、集団的自衛権行使が抑制。

禁止されてきただめ、ベトナム戦争、

湾岸戦争、いずれの戦争においても
兵を出さなかったし、イラクでつい

に出しだけれど、集団的自衛権の行

使ができないということで、イラク

においては多国籍軍と共同して武力

攻撃に参加することはなかった。そ

ういう意味で、戦後日本でかろうじ

て戦争を免れてきたのは、市民が9条

の改憲を許さず、その9条に基づいて

自衛隊の活動が制約された結果であ

ると言えます。（41．42ページの【9条
は無力か？】をそのまま抜粋しました）

『九条の会｣事務局
一橋大学名誉教授

渡辺淘王の講演姪ノ

九乗塵

▲九条ブックレット

『新たな改憲の危機
と九条の会運動の意

義』は今年9月に東京
『力条噛か蝋玩

釧′､--玖頒{剛円。

○＜右＞は本の中の、
渡辺治先生の講演｢参
院選の結果と改憲の
ゆくえ」の－部です。
渡辺治先生の講演
は一般市民の私たち
にも大変分りやすくお
話されます。

○その他、高田健氏
の「改憲原案作りを
いそぐ憲法審査会」
や、質疑応答の「9
条で戦争できない、

しない国づくりを」も
共感できることです。

〆

嘗のまま抜粋し霞し劃｜一

九条は局きち
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＜福島県九条の会.新代表今野順夫さんに聞く＞
今年1月21日に「福島県九条の会」代表の吉原泰助さん力噛去さ

れて、3月に新代表になられた今野順夫(としお)さんく写真＞に、
ロシアのウクライナ侵略や憲法9条を生かす政治について､鵬島県

革新懇ニュース』（2022年4月号）憲法研究者藤野美都子さんとの対

談から、一部を抜き書きしてみました。

合野順夫さんは1944年宮城県女川町出身｡2006年に福島大学学長に就任。

現在は福島大学名誉教授｡福島県国際交流協会理事長､福島県人事委員。

○今野さんは「会報が読みたい』と、昨年6月から本会の会員さんです。
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は憲法改悪に結びつくものです。今こそ声を

大にして大同団結して闘いたい。

憲法はこの危険な道を断ち切り、世論によ

って平和をつくる方途を指し示しています。

国際世論で不戦条約を結ぶとか、平和の枠組

みをつくって戦争を起こさせないシステム、

紛争が発生してもそれを抑えこむシステムを

つくることを求めています。

『攻め局れぢい国づ<LIjを
これまで国際紛争などにあたって日本は、国

民世論に押されて曲がりなりにも「憲法9条」

で対処してきました。これを今こそ世界に向か
って発していくことです｡軍事力の強化でなく、

これとは別な道を指し示すことが必要です。「攻
められたらどうするか」でなく、「攻められない
国づくり」をやらないといけない。それが「憲
法9条」を生かした外交ではないでしょうか。

核兵器禁止条約は画期的です。これまでに
ない小さな国がこぞって核兵器や侵略行為に
対して抗議の声を上げ、やめさせようという
取り組みが大きくなってきました。憲法を守
りいかす共闘を、いろいろな形ですすめてい

きましょう。 （－部抜粋）

ロシア国内の反戦行動は希望です
ロシアがウクライナの原発を攻撃し原発を支

配下に置き、原発事故のあった福島県民として

とても他人事ではありません。県内でもウクラ

イナからの避難者を受け入れたり、県民として

も様々な支援を考えなければと思います。

ロシア国営放送での職員の反戦の訴えや、ロ

シア国内で弾圧にもかかわらず反戦行動が続い
ていることは希望です。戦前の侵略国日本の国

内の反戦行動と重ね合わせて考えざるをえませ

んでした。
つまり戦前の日本では、労働者の闘いや、市

民の反戦行動は徹底した弾圧によって壊滅させ
られました。その教訓から、まちがった国の方
針に対し、反対の声をあげていくことの重要性
を痛感します。

ウグライナ侵略に乗じて｢欧憲』？
3月に開かれた自民党の党大会を見ても、ロ

シアのウクライナ侵略に乗じて、今が憲法改正
を発議する好機ととらえています。一部に「憲

法9条無力論」ともいうべき論調があります。

しかし、「軍事には軍事」「核には核で」という

悪循環に陥れば、戦争につながる最も危険な道
に踏み出すことになります。「憲法9条無力論」

’

聞』ニッポン人・脈・記」で、映画「日本の青空」を通して鈴木安蔵の新憲法草案作成の経緯を、
長女鹿島理智子さんや憲法学者金子勝氏のお話を交え記述。本会ホームページでご覧ください。

、


